
いじめの問題に対する取組事例 

都道府県・指定都市名 埼玉県 学校名 所沢市立所沢中学校 

学校情報等 

・設置者の別（ 国立 ・ 公立 ・ 私立 ） 
・児童生徒数（ ７７１人 ） 
・学級数  （ ２４学級 ） 
・教職員数 （  ４６人 ） 

 

取
組
の
概
要 

1 取組のねらい 
 生徒会が、「いじめ撲滅キャンペーン」を企画、立案し、生徒会担当教師の指導のもと、全校生徒に呼び

かけた。ねらいを「①いじめをなくすためには、教師からの呼びかけだけでなく、生徒主体で行う。②いじ

めをなくす、許さない、という雰囲気をつくる。③昨年度の取組を活かし、「傍観者」に視点を当て、継続

的に行う。④身近ないじめに焦点を絞り、理解を深める。」として実践した。 

２取組の内容（取組事例、対象、方法等） 
《平成２４年度》 

生徒会の主体的な取組として企画し、テーマを「傍観者」に絞って、いじめる人、いじめられる人以外の

立場についての理解を深める活動を学校として取り組んだ。具体的には、いじめの定義や、「傍観者」の存

在をおさえた、いじめの構図について、生徒朝会でプレゼンテーションを行った。 

その後、新聞の連載コラムをもとに掲示物を作成し、生徒の意識、関心を高めた。また、共通認識を図る

ために全校で同じビデオ教材・指導案で道徳の授業を行い、生徒は「傍観者」の立場について考え、意見を

出し合った。授業後に実施したアンケートは、生徒会がまとめ、再度生徒朝会でプレゼンテーションを行い、

所沢中として、いじめにどう立ち向かうのか、スローガンとして設定し、掲示した。 

《平成２５年度》 

昨年度より一歩踏み込んで、「身近ないじめ」について考えることにした。生徒による「身近ないじめに

ついて」のアンケートを実施し、その結果をもとに、生徒会と有志が夏休み中にＶＴＲを作成した。 

夏休み明けの学級活動の時間を利用し、生徒会や有志の生徒が作成したＶＴＲを視聴した。このとき、「作

成した気持ち」を必ず語るという共通行動を実施した。視聴後の感想・考えなどをもとに、生徒会がまとめ、

いじめを見た傍観者が、どう決断するかが大切であると結論付けた。このプレゼンテーションを実施し、ス

ローガン「決断」を発表した。 

以上の取組によって、学校としていじめを絶対に許さないという雰囲気づくりを行った。 

《平成２６年度》 

 今年度も、生徒会本部役員生徒が中心となって、夏休み中にＶＴＲを作成している。 

効
果
・
成
果 

 生徒が主体となって、一昨年度から継続的に行えていることは、評価できる点である。また、それに基づ

いて、全校で同じ道徳の授業を行えていることも、「いじめに対して絶対に許さない」という学校の雰囲気

をつくることに貢献している。生徒自身でいじめ問題を解決していこうという姿勢も醸成されてきている。 
 しかし、こうした取組を行っていても、いじめが０になっているわけではない。昨年度 LINE で友だちの

悪口を書くという事案があった。 

いじめは加害者、被害者が刻々と変わる。いじめがあったときに、周りの生徒、いわゆる傍観者が何もし

ないのではなく、どう「決断」し動いていくのか、教師と生徒が一緒になって考えていくことが最も大切だ

と考える。今後もこうした取組を継続することにより、いじめを未然に防ぐ雰囲気をつくることを一層意識

していく。 
 
※ 取組として該当するものに○をつけてください（複数回答可）。 

（ア）未然防止のための取組  （イ）早期発見・早期対応の在り方  （ウ）教育相談体制の充実 
（エ）生徒指導体制  （オ）校内研修  （カ）PDCA サイクル  （キ）児童生徒主体の取組  
（ク）ネットいじめ対策  （ケ）保護者・地域社会の取組強化  （コ）その他（         ） 

（別紙様式） 
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学校名 所沢市立所沢中学校 

テーマ 生徒会主体のいじめをなくす取組 

１ 取組の内容 

(1) 取組のねらい 

  生徒会が主体の「いじめ撲滅キャンペーン」として、 

①いじめをなくすためには、教師からの呼びかけだけでなく、生徒主体で行う。 

  ②いじめをなくす、許さない、という雰囲気をつくる。 

③昨年度の取組を活かし、「傍観者」に視点を当て、継続的に行う。 

④身近ないじめに焦点を絞り、理解を深める。 

  というねらいのもと、生徒会が企画、立案し、生徒会担当の教師の指導のもと、全校生徒に

呼びかけて実践した。 

(2) 取組の内容（取組事例、対象、方法等） 

  平成２４年度 

①生徒会の主体的な取組として企画。テーマを「傍観者」に絞って、いじめる人、いじめら

れる人以外の立場についての理解を深める活動を学校として取り組んだ。 

②いじめの構図について、生徒朝会でプレゼンテーションを行った。いじめの定義や、「傍

観者」の存在をおさえ、これからの取組の流れも説明した。 

③朝日新聞の連載コラムをもとに掲示物を作成し、生徒の意識、関心を高めさせた。 

④全学年全クラスで同じ教材、指導案で道徳の授業を行った。「中学生

日記・決意～前編～」のビデオを視聴し、「傍観者」の立場について

考え、意見を出し合った。 

⑤アンケートを行い、生徒会が集約をした。 

⑥生徒朝会でプレゼンテーションを再度行い、所沢中として、いじめ

にどう立ち向かうのかのスローガンを設定し、掲示した。 

平成２５年度 

①昨年度より一歩踏み込んで、身近ないじめについて考えることにした。 

②生徒による「身近ないじめについて」のアンケートを実施した。アンケート結果をもとに、

生徒会と有志が夏休み中にＶＴＲを作成。 

③夏休み明け、学級活動の時間を利用し、生徒会や有志の

生徒が作成したＶＴＲを視聴。作成した気持ちを視聴さ

せる際に必ず語るという共通行動を実施した。 

④視聴の際の感想・考えなどをもとに生徒会がまとめて、

プレゼンテーションを実施し、スローガンを発表した。 

以上の取組によって、学校としていじめを絶対に許さないという雰囲気づくりを行った。 

２ 取組の実績、効果 

  平成２４年度の取組により、生徒たちのいじめに対する関心が高まるとともに、生徒自身で

解決していこうという姿勢が醸成され、生徒会による継続した取組となった。また、２５年度

の取組を２６年度に繋げていくことがすでに生徒会で決まっている。 

３ 取組についての評価等 

  生徒が主体となって、一昨年度から継続的に行えていることは、評価できる点だと考える。

また、それに基づいて、全学年、全クラスが同じ授業を行えていることも、学校として、いじ

めに対して絶対に許さない、という雰囲気をつくることに貢献している。 

  ただし、いじめが０になっているわけではない。今後もこうした取組により、いじめを未然

に防ぐ雰囲気を作ることをこれからも意識していくべきだと考える。いじめは加害者、被害者

が刻々と変わる。いじめがあったときに、周りの生徒、いわゆる傍観者が、どう「決断」し、

アクションを起こすのか、教師と生徒が一緒になって行動していくことが重要である。 

 

- 42 -



- 43 -



- 44 -



- 45 -



- 46 -



いじめの問題に対する取組事例 

都道府県・指定都市名 静岡県 学校名 掛川市立西中学校（匿名も可） 

学校情報等 

・設置者の別（ 国立 ・ 公立 ・ 私立 ） 
・児童生徒数（ ６３６ 人） 
・学級数  （  ２１学級） 
・教職員数 （  ３５人） 

 

取
組
の
概
要 

 平成 7 年度、当時の生徒会長が、生徒会規約に則り、特別委員会である生活向上委員会（規範意識を

高め生徒が自分で判断する力を養っていくという趣旨のもと発足）を設置し、いじめ問題について何度

となく協議を重ねた。そして生活向上委員長名で「西中いじめ追放宣言」という呼びかけ文書を提言と

してまとめた。これを生徒集会で全校生徒が唱和、この提言を採択したのがスタートである。以来、20
年、生徒会がこれを引き継いでいる。現在では、毎年、生徒会長の呼びかけのもと、年２回の生徒大会

で全校生徒が唱和し、この提言を採択している。生徒自らが発案、生徒自らの手でいじめを追放しよう

と立ち上がった画期的な取組であり、西中生徒会の自治的活動としての「誇りと伝統」の一つである。

 この取組を後押しする活動として、毎日帰りの会の前に行われているミニ班長会（気になることを担

任に伝える）、登校時のあいさつ運動（生徒がお互いの様子を観察）、行事における縦割り活動（上級生

への憧れと下級生への思いやりを育む）等に取り組んでいる。また、教師側では毎週行われる「見つめ

る会」において、生徒に関する綿密な情報交換を行っている。 
 さらに、昨年度「保護者版 いじめ追放宣言」を作成、PTA 総会で採択し、保護者を巻き込んでのい

じめ防止対策を試みている。そして、本年度は、学区内の３つの小学校に出向き、見守り隊（地域）の

人にも関わっていただきながら、小学校と地域へも広げていきたいと考えている。 
 このバックボーンとして行っているのが、地域の財を生かした「心の教育」である。全校道徳「報徳

の教え」、命を大切にする「いのちの授業」、新しい防災教育「手当て学（手のぬくもりを通した心のケ

ア）」等である。これらは「いのちを慈しむ心」や感謝の心を育み、掛川市が推し進めている学園化構想

及び地域との連携もふまえ、掛川市内にある大日本報徳社の加藤正智理事、二宮金次郎７代目の子孫で

ある中桐万里子氏、東京女子医科大学の山元由美子元教授を講師に迎え実施した。 

効
果
・
成
果 

 様々な取組が相乗効果を生み、幾つかの成果をあげることができた。 
１ 不登校・問題行動の減少  

不登校生徒が着実に減少し、問題行動も５年前の半数以下になった。 
２ 落ち着いた学校生活の定着 
  器物破損が少なく、生徒間トラブルも減少し、落ち着いた学校生活が送れている。 
３ 集団づくりへの効果 
 不登校の減少は、温かな学級の雰囲気づくりに起因している。これは、ここ２年間で 11 人の生徒が

学級復帰したことからも伺える。また、小学校で特別支援学級に在籍していた生徒や軽度発達障害の

生徒が、伸び伸びと普通教室で生活しているのも周囲の生徒の優しい心遣いと温かな学級づくりが要

因の一つである。 
４ 学習面での効果  

生徒間の人間関係や関わりが良好なため、授業ではペア学習や班学習の充実が見られる。 
 こうしたことが基盤となり、｢西中いじめ追放宣言｣がより一層生きた形で生徒の心に浸透している。

 
※ 取組として該当するものに○をつけてください（複数回答可）。 

（ア）未然防止のための取組  （イ）早期発見・早期対応の在り方  （ウ）教育相談体制の充実 
（エ）生徒指導体制  （オ）校内研修  （カ）PDCA サイクル  （キ）児童生徒主体の取組  
（ク）ネットいじめ対策  （ケ）保護者・地域社会の取組強化  （コ）その他（         ） 

（別紙様式） 
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掛川市立西中学校 いじめ追放宣言について

平成7年度、当時の生徒会が協議を重ね、生活向上委員長名で「西中いじめ追放宣言」という呼
びかけ文書を提言としてまとめた。これを生徒集会で採択したのがスタートである。以来、20年、
生徒会がこれを引き継いでいる。現在では、毎年、生徒会長の呼びかけのもと、全校集会で全校生
徒が唱和し、この提言を採択している。生徒自らが発案、生徒自らの手でいじめを追放しようと立
ち上がった画期的な取組であり、西中生徒会の自治的活動としての「誇りと伝統」の一つである。

本部役員等が左の宣言文の小文字をリードし、
生徒全員で大文字を唱和する。

年２回の生徒大会で生徒会本部と共に全校生徒で
唱和し、宣言を採択する。

いじめ宣言（保護者版）
平成25年４月のＰＴＡ総会の中で、下図の｢西中いじめ追放宣言（保護者版）」を保護者が生徒

に向けて宣言する形をとり、採択された。

この取組は、平成25年度には「掛川市地区更生保
護大会」でも取り上げられた。今後は学区内の小学
校にも紹介するなど、展開も予定されている。
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いじめの問題に対する取組事例 

都道府県・指定都市名 佐賀県 学校名 武雄市立山内中学校（匿名も可） 

学校情報等 

・設置者の別（ 国立 ・ 公立 ・ 私立 ） 

・児童生徒数（ ２６２人） 

・学級数  （ １０学級） 

・教職員数 （ ２５ 人） 

 

取
組
の
概
要 

 いじめ問題については、「生徒自ら考え行動し、安心して生活できる学級・学校を創ろう」という意

識のもと、生徒会を中心に以下の取組を実践してきた。 

・生徒会が取り組んでいる「山中 AJISAI運動」の一つである「いじめ防止」について、生徒会本部を

中心に学校生活アンケートを行い、その結果をもとに集会を開き、全校生徒でもう一度、一人ひとり

の人権について考えさせた。また、同時に各先生方の体験等にもとにした講話を実施し、他人への優

しい思いやりの心を育てるような取組を行った。 

・日ごろよりいじめ防止への意識を啓発するために、「山中いじめ追放宣言文」を作成し、各クラスに

配布し、週に１回クラス全員で帰りの会等の時間を使って唱和し、いじめ防止の意識を高めさせるよ

うにした。その他、人権標語や人権ポスター等を募集し、良い内容は放送や掲示という形で全校生徒

に知らせた。 

・生徒会で取り組んでいる活動を通して、生徒の自尊感情が高まり、そのことが、生徒間のいじめ発生

防止へとつながるように、「ステキボード」の活用を行った。「ステキボード」とは、日頃の生活にお

いて、友だち同士で感謝のことばを付箋に書いて伝えたり、生徒会本部から行事等の様々な取組に対

して行われた協力的な行為について、感謝のことばを載せたりしたものである。 

（資料） 

「山中いじめ追放宣言文」 

 一、友達を大切にし、温かい心で接します。 

 一、自分の言葉や行動に責任を持ち、相手を傷つけるようなことはしません。 

 一、いじめられている人の悲しみと苦しみを理解します。 

 一、思いやりの心と勇気を持っていじめに立ち向かいます。 

 一、一人で悩まず勇気を持って相談します。 

 一、周囲のいじめは見逃しません。 

  以上を宣言し、山内中からいじめを追放します。 

効
果
・
成
果 

 毎年、定期的に実施している人権集会や毎週クラスで唱和している「いじめ追放宣言文」については、

生徒の意識を高めるために一定の効果が上がっていると思われる。しかし、学校アンケートの「いじめ

のない学校だと思うか」の項目では、「とても思う」３５％、「そう思う」５１％、「あまり思わない」

１３％、「ほとんど思わない」１％の結果が出ている。「あまり・ほとんど」の１４％の生徒の回答を真

摯に受け止め、いじめ防止や早期発見のための職員の体制づくりおよび生徒会を中心とした活動を今後

も行っていきたい。 

 

※ 取組として該当するものに○をつけてください（複数回答可）。 

（ア）未然防止のための取組  （イ）早期発見・早期対応の在り方  （ウ）教育相談体制の充実 

（エ）生徒指導体制  （オ）校内研修  （カ）PDCA サイクル  （キ）児童生徒主体の取組  

（ク）ネットいじめ対策  （ケ）保護者・地域社会の取組強化  （コ）その他（         ） 

 

（別紙様式） 
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武雄市立山内中学校                             平成２６年９月１日 

 

生徒会「いじめ・人権」集会についての報告 

 

○生徒会本部と総務委員会が連携した「いじめ・人権」集会について 

昨年度も学校のいじめの現状を知るために、校内アンケートを実施した。その結果、いじめに発展し人

を傷つけるような行為や言葉かけが存在するという報告がなされた。いじめについての認識といじめを許

さないという共通理解を再度全校生徒で確認することができた。集会では、友達同士でかわす言葉遣いに

も焦点を当て、温かみのある言葉と心について全校生徒で考えた。その後、いじめ追放宣言文を読み上げ

た。 

○生徒会によるいじめ撲滅のための日ごろの活動について 

・毎週金曜日の帰りの会では「いじめ追放宣言文」を全クラスで総務委員を中心に唱和する。 

・いじめ人権標語を募集し、帰りの会時の放送を通じていじめ撲滅について全校生徒へ訴える。 

・「ステキボード」を用いて友達の良い行いに対して互いに認め合う心を育てる。 

このことにより、生徒は自尊感情を高め、お互いに協力し合う雰囲気づくりに努力し、いじめをなくす

ことができるであろうと考え、日頃より啓発活動に取り組んでいる。 

・今年度の武雄市こども会議（8 月開催）で、いじめ防止の取組みについて発表した。来年度に向けて、

本校の取組を参考にして、全ての武雄市内中学校の生徒会が中心となり、いじめ防止について活動して

いくこととなった。 

① 「いじめ・人権」集会の様子 

 

② 人権標語および「ステキボード」、山中 AJISAI運動の取組。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 帰りの会で「いじめ追放宣言文」を全員で唱和している様子。  ④武雄市こども会議の様子 
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